
株式会社 なかたか

　約15年間勤めた食品メーカーから転職。衛生管
理の知識などが生かせる職場として新天地に選ん
だ。13種ものラインナップがあるラーメンライン
を担当し、1日約1万5000食を製造する。「土産物
商品の売り上げが伸び、入社時より大幅に製造量
がアップ。大変ですが、スーパーなどで当社商品
を手に取られる姿を見るとうれしいですね」と話す。
　ラーメンの麺はまず、小麦粉と水、かん水をミ
キサーで混ぜて生地を作成。ローラーで薄く平ら
にした生地を切刃に通して麺状にする。最も難しい
のが生地に加える水の量だ。「気温や湿度によって
適切な水分量は変わります。過去のデータを参考
にしつつ、最後は生地を触って確認します。当初
は慣れなくて、取引先によく指摘されました」と苦
笑する。作った麺は毎日検食し、味や色を確認。
まさに麺職人だ。
　現場での麺製造に加え、既存商品の高品質化に
も関わっている。加水量の調節などによって、人
気商品の賞味期限長期化も実現した。現在は、国
家資格である製麺技能士を目指して勉強するとと
もに、輸出用製品のサンプル作成にも忙しい。

　山陰のほぼすべてのスーパーに各種商品が並
び、松江・安来市内では学校給食としても親しま
れている《なかたか》の麺商品。全国各地へも販
売網を広げており、下田さんは平均月2回は県外
に出張する。「地元を始め、約400社と取引があり
ます。県外では特に“出雲そば”のブランド力が強
く、量販店だけでなく飲食店などへも参入しつつ
あります」と話す。
　繁忙期にアルバイトをしていた時、正社員へと
誘われた。出荷部門で1年間、商品や得意先を学
んだ後、営業部に配属。バイヤーとの商談や新規
の取引先開拓などに加え、時には開発企画にも携
わって自社麺の販路拡大に走り回る。「会社の売り
上げを担う責任は重いですが、自分たちが生み出
した価値を消費者に届け、喜んでもらえることにや
りがいを感じます」。営業時に欠かせないのが、鍋
やIHクッキングヒーターなどの調理キット。「食べて
もらうのが一番。コロナ禍が明けて何よりです」
　6歳の長女の育児にも奮闘中。「給食で当社の
麺が出た時など、『お父さんの会社のだよね。お
いしかったよ』と聞くとうれしいですね」

製造部
荒川 昌之さん（39）
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調理キットを手に全国行脚
新商品の開発企画にも注力

加水量などの研究を重ね、
賞味期限の長期化を実現
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麺づくりで地域を盛り上げる《株式会社なかたか》のスタッフら ラーメンラインだけで13種類を製造。原材料の配合や麺の形状などはそれぞれ異なり、注意が求められる スーパ
ーなどでおなじみの《なかたか》ラインナップ。2025年には海外進出も視野に入れている 「地元密着が当社の強み」と話す長谷川雅生社長
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麺づくりで地域を盛り上げ
食が持つ新たな価値を創造
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